
【保護者】

令和6年度 アンケー ト結果から

令和7年2月 天王小学校
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問1 お子さんは、楽しく学校で生活をしている。 49.8% 45,2% 3.9% 1.1%

問2 お子さんは、あいさつや正しい言葉づかいができ、思

いやり、感謝の心などが育ってきている。
28.0% 60.9% 10,4% 0,7%

問3 お子さんは、友達となかよく生活をしている。 50.7% 43,8% 5.0% 0.5%

問4 お子さんは、授業や家庭学習に真剣に取り組み、基礎

学力が身についている。
27,3% 54.4% 15.3% 3.0%

問5 お子さんは、病気やけがをしないように気をつけて生

活している。
35.O% 54、4% 9,5% 1,1%

問6 お子さんの学級は、落ち着いており、発言しやすい雰

囲気ができている。
26,6% 58.6% 12.8% 2.0%

問7 お子さんの学級は、よく分かる授業をしている。 31,9% 61,7% 5,6% 0.8%

問8 学校は相手を思いやるやさしさ等の道徳性を培い、命

を大切にする心を育てている。
32,6% 61.0% 5.4% 0、9%

問9 学校は、子どもたちの安全や健康に十分な配慮がなさ

れている。
38.2% 57.O% 4.1% 0.7%

問10 学校は、通信やホームページなどで学校の様子をよ

く知らせている。
31,9% 55.5% 10,8% 1,8%

【児童】
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問1 学校は楽しいですか。 56.9% 37,7% 3.6% 1.8%

問2 授業はよくわかりますか。 44,3% 47.4% 7,7% 0,6%

問3 授業中に進んで自分の考えを発表することができまし

たか。
35,2% 42.9% 18.9% 3.0%

問4 あなたは時間を守ったり、きまりを守ったりして生活し

ていますか。
49,8% 44.4% 5,1% 0.7%

問5 友達と仲よく生活していますか。 70.0% 26.7% 2,7% 0.6%

問6 病気やけがをしないように気を付けて生活しています

か。
62.9% 29,1% 5.6% 2.4%

問7 「おはようございます」「ありがとう」などその場にあった

あいさつができていますか。
55,O% 33.9% 9.5% 1,6%

問8 係や当番の活動に進んで取り組んでいますか。 68.9% 27,O% 3.7% 0.4%

問9 トイレのスリッパや下駄箱のくつをそろえるなど、身の

回りの整とんをしていますか。
50.3% 38.6% 9,2% 1,9%



R6 天王小学校 「本年度の重点努力目標」に照らして考察します

「重点努力目標」

Ⅰ すべての子どもに学ぶ楽しさを届ける。

Ⅱ あいさつとあたたかな言葉があふれる学校をめざす。

Ⅲ 基盤となる安心・安全・健康を大切にする。

Ⅳ 地域・家庭に積極的に情報を発信し、連 携を強化する。

V 教師の働き方を改善し、 より生 き生きとした先生を増やす。

すべ ての 子 ど もに 学 ぶ 楽 しさ を 届 け る  について

(以下%表示は 「あてはまる」 「ままあてはまる」の合計)

1. 児童】 ①学校は楽しいですか。94.6%

保護者1①お子さんは楽しく学 校で生活している。95.O%

2. 児童1 ②授業はよく分 かりますか。91.7%

保護者】⑦お子さんの学級は、 よく分 かる授業をしている。93.6%

3. 児童1 ③授業中に進んで自分 の考えを発表することができましたか。 78.1%

保護者】⑥お子さんの学級は、落ち着いており、発 言しやすい雰囲気ができている。85.2%

④お子さんは、授業や家庭学習に真剣に取 り組 み、基礎学力が身についている。81,7%

く考察〉

学校を楽しいと感 じている子が多く、子 どもに学ぶ楽しさを届けるとい う土 台については、 しっか りで

きていることが分かる。中 でも 「とて も」 と感 じている子の割合は、1年生が一番高く、学 年が上がるにっ

れて下がっていく。高 学隼になるにしたがって、単純に 「楽しい」 と思 う感 覚が薄れている。

授業に対してもがんばろうとす る子が多く、 一生懸命に取り組 み、楽しめている。 その姿は保護者にも

伝わっている。しかし、実 際には、自分 の考えを伝えることに抵抗があり、自信 のない子が多い。基 礎学力

が身に付いていないと感 じている保護者の割合は他の項目に比べて多いが、昨年度に比べると、27%増の

ため、 日々 の先生方の工夫と努力が伝わっている。

今後も日々の授業を大切にし、学年の発達段階や子どもの実態に合わせた授業の流れを考えていく。 ま

た、天王小スタンダー ドの振 り返 りを行 うことで、 どの教師も同じように授業を進めていくことができ、

子どもたちも安心して授業が受けられ るように したい。

休み時間や、練習問題を解く時 間をつかって、学習内容が定着していない児童への支援を続けていく。

タブ レット端末を用いて、その子の定着度に応 じた練習問題を解く時 間をつく り、九九などの計算練習や、

平仮名、片仮名、漢字、英語などの練習も自分 で進めていけるように していく。

Ⅱ あい さつ とあ た た か な言 葉 が あふ れ る学 校 をめ ざ  について

1, 【児 童】④友達となかよく生活をしていますか。96.7%

⑦ 「おはようございます」「ありが とう」などその場にあった挨拶ができていますか。88,9%

【保護者】③お子さんは、友達となかよく生 活をしている。94.5%

②お子さんは、挨拶や正 しい言葉づかいができ、 思いや り、感謝の心などが育ってきて

いる。88.9%

⑧学校は相手を思いやるや さしさ等の道徳性を培い、命 を大切にする心を育てている。93.6%

く考察〉

どの学年もほぼ同じ割合で友達と仲 よく過 ごせている。3 年生については、 「あまりあてはまらない」

「あてはまらない」と回答した児童はO人 だった。学校のよいところについての自由記述には、「友達」「み

んな」 とい う言葉が多く出てきていて、友達関係が子どもの生活には大きく影 響することが分かる。

挨拶については、昨年よりも挨拶ができるようになっている感覚は見られ るが、 4年生、 6隼 生につい

ては80%台となり、 できていないと感 じている。

日頃から教室での挨拶を大事にし、校内などでも進んで教職員が挨拶をする姿を見せていく。ま た、地



域の方への挨拶についてもしっかり指導をし、気持ちのよい天王小の児童となれるように粘り強く取り組

んでいく。委員会の取組などで 「あいさっ運動」などを行い、学校全体で意識を向上させてぃきたい。

さらに、道徳を中心に各教科、行事などを通し、思いやりや命を大切にする姿勢を育ててぃく。

Ⅲ 基盤となる安心・安 全 ・健 康を大切にする について

1 【児 童1⑥病気やけがをしないように気を付けて生活していますか。92%

【保護者1⑤お子さんは、病気やけがをしないように気をっけて生活している。89.4%

〈考察〉

高学年については、肯定的な回答の割合が低くなり、80%台になっている。客観的に物事を捉え、自分

たちの生活をしっかり見られていることの表れでもあるが、分かっていても行動に移すことのできない弱

さも見られる。授業や特別活動など、機に応じて考えさせる場をっくり、行動に移してぃけるようにした

い。特に通学班での安全については、高学年に自覚をもたせるだけではなく、一人一人が安全に登校でき

るような意識付けができるようにしたい。1年生の交通安全教室を充実させ、低学年から自覚をもって登校
できるようにする。

地域の方にご協力いただいている部分に目を向けさせ、感謝の気持ちをもたせる。地域へ も見守りの呼
びかけを継続していきたい。

トイレ掃除についてもご指摘がありました。普段から 「みんなが使うところ」 として声がけをし、きれ

いに整っているトイレもあります。今後も粘り強く働きかけ、きれいなトイレを目指してぃきます。

地域・家庭に積極的に情報を発信し、連 携を強化する につ ぃ て

【保護者】⑨学校は、通信やホームページなどで学校の様子をよく知らせている。87.4%

く考察〉

校長が毎日ホームページを更新している。楽しみに見てくれている保護者も多い。これからも継続して

いくことで学校の様子を地域の方にも知っていただく材料としたい。90%以上の割合にならなかった理由

として、学級通信の有無が挙げられる。学級通信を出してほしいという要望が自由記述の中にもあったが、

全ての担任が学級通信を発行するのは、業務的にも難しい。学年便りの数を増やしたり、学年便りを見や

すくしたり、なるべく早く出したりの工夫をしながら対応したい。今後はできるだけ絆ネットを使い、必

要なことは素早く伝えられるようにしていきたい。

V 働き方を改善 し、よ り生 き生きとした先生を増や  につ ぃ て

【教職員】⑨働き方のリズムをつくり、在校時間を短縮することができたか。65.7%

G○専科による授業を活用し、授業の質の向上と担任の負担軽減を両立することができたか。71.5%

⑤校務支援システムの活用を図り、事務効率をあげている。85.7%

〈考察〉

⑨については、昨年度から3I,7%減となっている。⑥)の専科による負担軽減につぃては、5,9%増、0の

事務効率については、5%減となっている。専科による負担軽減についてはポイント数として上がってぃて、

昨年度と日課は変わらず、部活動がなくなったにも関わらず、在校時間の短縮に結びついてぃないと感じ

ている教職員がかなり増えている。

実際、在校時間を比較すると、昨隼度よりは時間外勤務者の数は減っている。在校時間が増えてぃると

感じてしまうような多忙感が否めない。自由記述から 「理由は分かるが人員的に厳しい」1補欠や専科の人

が足りない」「空き時間が足りない」「結局、仕事を持ち帰っている」等の意見がある。育休をはじめとする

多様な働き方により多くの方が不在となる。その分の人員が確保されなければ、誰かが仕事を請け負うこ

とになるため、多忙感は払拭されない。次隼度は、四月当初と木曜日はすべて5時間にしたり、少午の主

張大会をやめたりするなど、時間の確保をさらに進めていく。 また、学年主任や各主任を中心にチームと

して、行事、学習などを計画的に進めるなどしていきたい。人員確保についても、市教委に常に要望をし



ていくようにしたい。

教職員のアンケートの中で、「楽しさを大切にした全員が参加し、みんなで深め合う授業」や 「子どもの

理解に努め、居場所のある学級」「安全点検、安全指導」について、昨年度より評価が高くなってぃる。 こ

れは、保護者も児童も同じ傾向にあり、学習面についての評価が全体的に高くなっている。評 価が下がっ

ているのは、「地域や家庭との連携」 「情報発信」「挨拶」についてである。

コミュニティスクールが始まったので、家庭や学校だけで完結するのではなく、地域の力を借りられる

部分は積極的に関われるようにしたい。特に学習支援、登下校の見守りについては引き続き、ボランティ

アの力を借りていきたい。挨拶についても外部との会議などで話題にし、地域からの発信もお願いしてぃ

きたい。

保護者からの自由記述の中に 「通学団でのトラブルに困っている」があげられた。現 在、下校時には教

員が途中まで見守ったり、何かあったときには臨時で通学班を集めたりして対応している。今後も、家庭、

地域と情報共有しながら、指導にあたっていきたい。

教員によっては口調が厳しい場面があるとの指摘もあった。学 年の発達段階に応じ対応できるよう、教

員自身も研錯を積み、学年を中心に学校全体で子どもを見て、育てていくという意識で教育にあたりたい。

全体的には、保護者の方からは多くの励ましやねぎらいの言葉をいただきました。子どもたちも 「学校

は楽しい」「授業は楽しい」 と肯定的な意見がほとんどでした。子 どもの成長を願い、教職員一同、協力し

ながら学校運営に携わっていきたいと思います。


